
   

東大和市立地適正化計画及び東大和市地域公共交通計画策定支援業務委託 

優先交渉権者選定要領 

 
１ 趣旨 

この要領は、東大和市立地適正化計画及び東大和市地域公共交通計画策定支援業務

委託優先交渉権者選定委員会設置要綱（令和７年１月１７日市長決裁）により設置す

る東大和市立地適正化計画及び東大和市地域公共交通計画策定支援業務委託優先交渉

権者選定委員会（以下「委員会」という。）における優先交渉権者のプロポーザル方

式による選定に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 総則 

（１）選定の対象業務 

東大和市立地適正化計画及び東大和市地域公共交通計画策定支援業務委託（以下

「本業務」という。） 

（２）選定に関する基本方針 

本業務は、東大和市総合計画『輝きプラン』に位置付ける「メリハリのある都市空

間の形成」や令和６年度に改定予定の東大和市都市マスタープラン、令和８年度に策

定予定の東大和市公共施設再配置計画等に示すまちづくりの実現に向け、拠点におけ

る都市機能の誘導により周辺地域における生活サービスやコミュニティの持続性を

高め、地域公共交通と連携して、コンパクト・プラス・ネットワークの形成に向けた

取組を推進するため、市の現状と課題の分析・整理に加え、地域公共交通の利用実態

に関する調査等を実施し、「都市再生特別措置法」に基づく立地適正化計画と「地域

公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく地域公共交通計画の両計画の一体

的な検討・策定の支援を行うことを目的とするものである。 

このことを踏まえ、委員会において、本業務の委託に係るプロポーザルに参加しよ

うとする者（以下「参加者」という。）からの提出書類、提案内容を総合的に審査し、

市にとって最も適当と認める者を優先交渉権者として選定するものとする。 

 

３ 審査及び選定 

（１）第１次審査（書類審査） 

提出書類により、すべての参加者の審査を行い、上位３者以内を第１次審査通過者

として選定する。ただし、参加者が３者以下である場合は、第１次審査を省略し、す

べての参加者を第１次審査通過者とする。 

（２）第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング） 

第１次審査通過者に対し、次のとおり第２次審査を実施する。 

  ア 第１次審査通過者による３０分以内の提出書類の内容に関するプレゼンテー 

ション 

  イ 第１次審査通過者に対する２０分以内のヒアリング 

  ウ 第２次審査を行う順序は、原則、申請のあった順による。 

 



   

（３）審査の方法 

  ア 第１次審査においては、「別表第１ 第１次審査基準表」に掲げる第１次審査

の審査項目について、「（４）採点基準」に示す評価内容により採点し、得点を

算定する。委員会の委員全員の得点を集計した結果に基づき順位を決定し、第１

次審査通過者を選定する。 

  イ 第２次審査においては、「別表第２ 第２次審査基準表」に掲げる第２次審査

の審査項目について、「（４）採点基準」に示す評価内容により採点し、得点を

算定する。委員会の委員全員の得点を集計した結果に基づき順位を決定し、優先

交渉権者及び次点交渉権者を選定する。 

（４）採点基準 

第１次審査及び第２次審査について、各審査項目（提案価格は除く。）を下表の

評価内容により５段階で採点する。 

評価内容 採点 

非常に優れている ５点 

優れている ４点 

標準 ３点 

劣る ２点 

非常に劣る １点 

（５）審査における留意点 

ア 第１次審査の得点は第２次審査には持ち越さない。 

イ 第２次審査において、第１次審査通過者が１者の場合であっても審査を行う。 

ウ 第１次審査及び第２次審査において、複数の同得点者が生じた場合は、委員会

の委員の合議により提案内容の総合評価を行い、順位を決定する。 

  エ 第１次審査及び第２次審査において、得点が著しく低い審査項目がある者は、

第１次審査通過者又は優先交渉権者若しくは次点交渉権者として選定しないこと

ができるものとする。 

  オ 第１次審査及び第２次審査において、委員会の委員の採点の合計点が満点の６

割（最低水準得点）に満たない場合は、第１次審査通過者又は優先交渉権者若し

くは次点交渉権者として選定しない。 

（６）説明の聴取等 

委員会は、優先交渉権者の選定に必要と認めたときは、参加者に対し説明又は資

料の提出を求めることができる。 

（７）その他必要な事項 

この要領に定めるもののほか、優先交渉権者の選定に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。 

  



   

別表第１ 第１次審査基準表 

第１次審査項目 評価視点 配 点 採 点 

業務実績 ・本業務を遂行できる十分な実績を有している
か。 

5点 5点～1点  

業務体制 ・本業を遂行するために必要な業務体制となっ
ているか。 

5点 5点～1点 

・本業務を遂行する上で、管理技術者及びその
他技術者が十分な経験、資格、実績を有して
いるか。 

5点 5点～1点 

企 

画 

提 

案 

ⅰ．立地適正化計

画と地域公共交通

計画の連携に関す

る考え方と手法 

・両計画を一体的に検討・策定する利点を生か
せる提案となっているか。 

・計画策定後も両計画の連携が維持される提案
となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅱ．現状分析と課

題整理の方法 

・連携すべき関連計画や施策等を適切に把握
し、その反映方法や連携に工夫がある提案と
なっているか。 

・移動実態やニーズ、課題を把握できる効果
的・効率的な調査方法及び集計・分析方法の
提案となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅲ．方針・施策の

検討方法 

・誘導方針、各誘導区域や誘導施設、地域公共
交通の基本的な方針及び防災指針等の検討方
法が地域特性を踏まえて適切に整理された提
案となっているか。 

・両計画の連携、その他関連計画（公共施設再
配置計画等）の反映方法に工夫がある提案と
なっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

ⅳ．目標の検討方

法 

・地域特性や関連計画を踏まえて、目標設定や
評価方法等の検討方法が適切に整理された提
案となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅴ．市民等への周

知と意見収集の方

法 

・市民や関係団体等との情報共有や意見交換、
周知の機会の設定は適切かつ具体的な提案と
なっているか。 

・市民への周知方法に工夫があり、効果的・効
率的な提案となっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

ⅶ．テーマ共通 ・自社の実績、ノウハウ、他事例等を活用した
魅力的な提案となっているか。 

・市にとって有益であり、実現性のある提案と
なっているか。 

・計画実施にあたってのコストを踏まえた提案
となっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

業務工程 ・具体的かつ明確で確実な遂行が見込まれる提
案となっているか。 

・段取りが分かりやすい提案となっているか。 

5点 5点～1点 

提案価格 （最低提案価格/当該提案価格）×10点 10点  

第１次審査合計 105点  

 



   

別表第２ 第２次審査基準表 

第２次審査項目 評価視点 配 点 採点 
業務遂行能力・表現力・
知識・理解度・コミュニ
ケーション能力等 

・企画提案書の内容と整合し、資料がわかりや
すく整理されているか。 

5点 5点～1点 

・本業務遂行に必要な知見を十分に有し、それ
に基づき分かりやすく、適切に説明している
か。 

5点 5点～1点 

・質問内容を的確に理解し、質問に対する回答
が迅速かつ明確か。 

5点 5点～1点 

・本業務を信頼して任せることができるか。熱
意があるか。 

5点 5点～1点 

業務実績 ・本業務を遂行できる十分な実績を有している
か。 

5点 5点～1点 

業務体制 ・本業を遂行するために必要な業務体制となっ
ているか。 

5点 5点～1点 

・本業務を遂行する上で、管理技術者及びその
他技術者が十分な経験、資格、実績を有して
いるか。 

5点 5点～1点 

企 
画 

提 

案 

ⅰ．立地適正化計
画と地域公共交通
計画の連携に関す
る考え方と手法 

・両計画を一体的に検討・策定する利点を生か
せる提案となっているか。 

・計画策定後も両計画の連携が維持される提案
となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅱ．現状分析と課
題整理の方法 

・連携すべき関連計画や施策等を適切に把握
し、その反映方法や連携に工夫がある提案と
なっているか。 

・移動実態やニーズ、課題を把握できる効果
的・効率的な調査方法及び集計・分析方法の
提案となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅲ．方針・施策の
検討方法 

・誘導方針、各誘導区域や誘導施設、地域公共
交通の基本的な方針及び防災指針等の検討方
法が地域特性を踏まえて適切に整理された提
案となっているか。 

・両計画の連携、その他関連計画（公共施設再
配置計画等）の反映方法に工夫がある提案と
なっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

ⅳ．目標の検討方
法 

・地域特性や関連計画を踏まえて、目標設定や
評価方法等の検討方法が適切に整理された提
案となっているか。 

10点 

（採点×2） 

5点～1点 

ⅴ．市民等への周
知と意見収集の方
法 

・市民や関係団体等との情報共有や意見交換、
周知の機会の設定は適切かつ具体的な提案と
なっているか。 

・市民への周知方法に工夫があり、効果的・効
率的な提案となっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

ⅶ．テーマ共通 ・自社の実績、ノウハウ、他事例等を活用した
魅力的な提案となっているか。 

・市にとって有益であり、実現性のある提案と
なっているか。 

・計画実施にあたってのコストを踏まえた提案
となっているか。 

15点 

（採点×3） 

5点～1点 

業務工程 ・具体的かつ明確で確実な遂行が見込まれる提
案となっているか。 

・段取りが分かりやすい提案となっているか。 

5点 5点～1点 

提案価格 （最低提案価格/当該提案価格）×10点 10点  

第２次審査合計 125点  
 


